
７　社会について

学年
％

1

Ⅰ 1 大西洋 中１ ☆
2 緯線の距離 中１
3 フィヨルド 中１ ☆
4 夏のモンスーン 中１
5 世界の産業 中１
6 Y サトウキビ 中１
6 Z バイオ燃料 中１

Ⅱ 1 明石市，標準時子午線 中２
2 対馬海流 中２
3 みかん 中２
3 愛媛県の位置 小４
4 愛知県の製造業 中２
5 ニュータウンの高齢化率の上昇 中２

Ⅲ 階級区分図の作成 中２

2

Ⅰ 1 院政 中１
2 前方後円墳 中１
3 古代から中世の出来事 中１
4 室町幕府の政治 中１
5 千利休 中1～2
6 世界の出来事 中1～2
7 からかさ連判状 中２

Ⅱ 1 ① 八幡製鉄所 中２ ☆
1 ② サンフランシスコ平和条約 中２ ☆
2 日米和親条約 中２
3 アヘン戦争の背景 中２
4 明治時代の日本の出来事 中２
5 日ソ共同宣言，北方領土 中３
6 戦後の世界の出来事 中３

Ⅲ 第一次世界大戦後の国際協調の動き 中３

3

Ⅰ 1 最高法規 中３
2 人権保障のあゆみ 中３
3 非核三原則 中３
4 知事と内閣総理大臣の選出方法 中３
5 小選挙区制 中３

Ⅱ 1 預金通貨 中３
2 製造物責任法 中３ ☆
3 財政政策 中３
4 企業の社会的責任 中３
5 雇用に関するセーフティネット 中３

Ⅲ 効率・公正 中３

　(1) 　大問・小問別正答率と教科指導上の参考（社会）

（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

68.8

☆
☆

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
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地理的分野を主とする問題
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・Ⅰ１　全ての分野の中で最も高い83.9％の正答率であった。
・Ⅰ４　偏西風とする誤答が多かった。
・Ⅰ６Y とうもろこしとする誤答が多かった。
・Ⅱ１　赤石とする誤答が多かった。
・Ⅱ３　みかんの正答率は74.4％であったが，愛媛県の位置については51.1％であった。
・Ⅱ５　複数の資料を参考にせず記述した解答が多く，正答率は33.5％であった。
・Ⅲ　　正答率は78.9％と高く，統計を地図に表現する技能の定着がみられた。

問 題 内 容 県 正 答 率
80 90 10060

62.6
79.2
25.9
58.7

☆

27.0

・Ⅰ２　正答率は79.2％で，歴史分野の中では最も高かった。
・Ⅰ３　正答率は25.9％で，歴史的事象の流れを正確に捉えていないことがうかがえる。
・Ⅰ７　空欄を補充する問題であったが，前後の文章とつながっていない解答も見られた。
・Ⅱ２  日米修好通商条約とする誤答が多かった。
・Ⅱ３　インドでアヘンを販売したという誤答が多かった。
・Ⅱ６　この問題やⅡ３，Ⅲのように，日本と世界の結びつきや世界の出来事に関する問題の正答率が低い傾向が見られる。
・Ⅲ　　当時の国際情勢をふまえた表現ができていない解答が多かった。

73.9

64.3

72.2
65.2

56.8

・Ⅰ１　最高機関や条例という誤答が多かった。
・Ⅰ３　「使わない」という誤答が見られた。
・Ⅰ４　知事と内閣総理大臣の選出方法の区別ができていない解答が多かった。正答率は40.4％であった。
・Ⅱ１  全ての分野の中で最も低い14.8％の正答率であった。電子マネーや仮想通貨という誤答が多かった。
・Ⅱ２　公民的分野で最も高い72.2％の正答率であった。
・Ⅱ５　セーフティネットの観点からでなく，景気対策の観点から述べた解答もあった。
・Ⅲ　　記述問題の中でも，受検生が意欲的に解答に取り組む様子が，よく見られた問題であった。

歴史的分野を主とする問題 52.1

43.8

31.0

14.8

公民的分野を主とする問題 51.7

34.1

39.7
59.0
67.6
40.4
48.4

17



(2) 社会の問題
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(2) 社会の問題
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(2) 社会の問題
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(3) 社会の解答例
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８　数学について

学 年
％　

1

(1) 整数の四則計算 小4

(2) 分数の計算 小６

(3) 平方根の計算 中３

(4) 速さ 小６

(5) 正四面体 中１

2 一次方程式 中１

3 三平方の定理，立体の体積 中３

4 素因数分解 中３

5 割合 小５

・
・
・
・
・
・
・
・
・

2

1 図形の性質 中２

2 確率 中２

3 因数分解 中３

4 図形の証明 中２

5 連立方程式 中２

・
・

・

・
・

3

1 度数分布表 中１

2 中央値 中１

(1) 相対度数 中１

(2) 資料の読み取り 中１

・
・
・
・

4

1 ア 直角二等辺三角形の斜辺の長さ 中３

イ 台形の面積 中３

ウ 事象と関数 中３

(1) 事象と関数 中３

(2) 方程式の応用 中３

・
・
・
・
・

5

1 対称移動 中１

2 作図 中１

（1） 三平方の定理 中３

（2） 三角形の面積 中３

（3） 二次方程式の応用 中３

・
・
・
・
・

　

（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。
（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

2

3

43.6
3 21.9

4.4

☆

62.8
59.4

69.0

　小問１(1) はよくできていた。
　(2)では，誤答として通分ができていないと思われるものが多かった。
　(3)では，誤答として有理化の間違いがあった。
　(4)では，誤答として0.2が多かった。20分を時間に換算せずに計算したものが多かった。
　(5)では，誤答として12本が多かった。正四面体を立方体と捉えたものと考えられる。
　小問２では，誤答として-3が見られた。移項する際の符号の間違いと考えられる。
　小問３では，誤答として105が多かった。3×5×7を計算したものと考えられる。
　小問４では，誤答として14と28が多かった。素因数分解を利用して整数の性質を捉えていないものと考えられる。
　小問５では，誤答としてイが多かった。文章を正しく捉えていないものと考えられる。

　小問１は，よくできていた。
　小問２では，誤答として35が見られた。中央値を含む階級値を求めていると考えられる。
　小問３(1)では，誤答として度数や，1を超える値を答えたりするものがあった。
　小問３(2)では，片方のみのものがあった。ウを選択できていないものが多かった。

71.0

39.7

　小問１では，誤答として52が多かった。円周角の定理を正しく理解していないものと考えられる。
　小問２では，誤答として5/6が多かった。10以下に10が含まれることの理解ができていないものと考えられる。また，約分していないもの
もあった。
　小問３では，誤答として2次方程式を解く問題としたものや展開したものがあった。問題で問われていることを捉えていないものと考えら
れる。
　小問４では，根拠が不十分なものなど，説明が不十分であるものが見られた。また，無解答も多かった。
　小問５では，情報を適切に処理できず誤った立式をした解答や無解答があった。

55.9
74.7
50.6
65.8

1

☆

数学的な見方や考え方

87.4

64.0

51.3

33.1
82.3
57.6

　小問１は，おおむねできていた。
　小問２イでは，会話文から情報を捉えることができていないと考えられる。
　小問２ウでは，平行になる条件からx座標がどうなるかを捉えていないものと考えられる。また，無解答も多かった。
　小問３(1)では，誤答として(t+2)2 があった。また，無解答も多かった。
　小問３(2)では，無解答が非常に多かった。

２乗に比例する関数

　小問１では，誤答として②，③があった。
　小問２では，誤答として正八角形を作図したものがあった。
　小問３(1)では，誤答として2があった。1秒後の図はイメージできても，三角形の特徴を捉えていないものと考えられる。
　小問３(2)では，点が移動する問題において図形の特徴を活用することができていないものと考えられる。また，無解答も多かった。
　小問３(3)では，無解答が非常に多かった。また，記述のある答案にも完答者は少なかった。

50.5
54.3

3

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（数学）

問 題 内 容 県 正 答 率
0 8010 20 10030 40 50 60 90

資料の活用とその応用

平面図形とその応用

2.4

基本的な計算・知識

85.6
54.9
30.5

13.9

70

82.1
59.8

34.3

☆

☆

☆

25.8

96.0
89.6

☆

23.3

17.9
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(2) 数学の問題
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(2) 数学の問題
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(2) 数学の問題
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(3) 数学の解答例
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９　理科について

学年

％

1

1 地層 小６

2 細胞のつくり 中２

3 原子のなりたち 中３

4 全反射 中１

5 火成岩 中１

6 溶液の濃度 中１

7 植物の発生 中３

8 仕事の原理 中３
・

・

・
・

2
Ⅰ 1 二酸化炭素 小６

2 化学変化のモデル 中２
3 実験操作の目的 中２
4 加熱した後の物質の質量 中２

Ⅱ 1 塩酸の性質 中３
2 中和の化学反応式 中３
3 塩 中３
4 水溶液中の陽イオンの数 中３

・
・

・
・

3

Ⅰ 1 胞子 中１

2 裸子植物の特徴 中１

3 単子葉類の特徴 中１

4 遺伝子の規則性 中３

Ⅱ 1 細胞による呼吸 中２
(1) 消化酵素 中２
(2) アンモニア排出のしくみ 中２

3 小腸の特徴 中２
・
・
・
・
・

4

Ⅰ 1 衛星 中３

2 月の見え方 中３

3 金星の動き 中３

4 金星の動きと満ち欠けのようす 中３

Ⅱ 1 気温の測定 小４

2 気象の観測と天気図記号 中２

3 雲のでき方 中２

4 前線が通過する際の降雨の特徴 中２
・

・

・
・

5

Ⅰ 1 密度 中１

2 物体の浮力 中１

3 浮力と体積の関係 中１

4 浮力と重力 中１

Ⅱ 1 電流計と電圧計 中２

2 オームの法則 中２

3 並列回路の電圧と電力の計算 中２

4 並列回路の特徴 中２
・
・

・
・

67.2

63.5

78.7

　中問Ⅰ小問１は，正答率が93.2％と非常に高い。二酸化炭素には石灰水を白くにごらせる性質があるという知識の定着が図られていると考えられる。
　中問Ⅰ小問３では，「水が逆流するのを防ぐため」という誤答が多く見られた。問題文中のガラス管を石灰水から取り出す部分をしっかりと読み取っ
ていなかったものと考えられる。
　中問Ⅰ小問４は，正答率が14.8％と低く，試験管Ａの中にある加熱した後の物質に「酸化銅」の誤答や，「炭素」がない誤答が見られた。
　中問Ⅱ小問４は，正答率が20.1％と低く，ａでは「減る」という誤答が多く見られた。うすい塩酸にうすい水酸化ナトリウム水溶液を加えていくとき
のようすを理解できていないと考えられる。ビーカー内の溶液に存在しているイオンの数の変化は，水素イオン，塩化物イオン，ナトリウムイオン，水
酸化物イオンのモデルを使って，しっかりと考えさせたい。

74.9

42.0
☆

地球領域の問題

72.2

25.3

73.1

生命領域の問題

93.2

36.6
64.1

42.4

59.1

45.7

74.9

20

72.3

35.3

40

74.0
57.0

50 60

☆

粒子領域の問題

39.5

41.1

58.4

47.9

68.7

30

　中問Ⅰ小問２は，子房と胚珠を正しく理解していない解答が多く見られた。知識や概念の定着を図り，正しく表現させる指導の工夫も必要である。
　中問Ⅰ小問３，小問４は，正答率が70％を超えている。小問４は，遺伝子の規則性の基本的概念は概ね定着が図られていると考えられる。
　中問Ⅱ小問１は，正答率が14.4％と低い。「養分を取り出す」，「養分をつくる」という誤答も見られた。
　中問Ⅱ小問２(1)は，「エのみ」，「イ，エ」の誤答が見られ，正答率も25.3％と低い。基本的な知識の定着を図る指導を工夫する必要がある。
　中問Ⅱ小問３は，記述する問題であったが，小腸にひだがあり，その表面に柔毛があることで，効率よく養分を吸収できる理由については，理解が図
れていると考えられる。

61.6

　小問１，小問２は，どちらも正答率が70％を超えており，知識の定着が図られていると考えられる。なお，小問１では，「断層」という誤答が見られ
た。
　小問５では，「火山岩」，「深成岩」という誤答が多く見られた。用語の意味を含めた定着が図られていないと考えられる。
　小問６では，「Ｂ」の誤答が多く見られた。質量パーセント濃度が何を表すかを質量パーセント濃度を求める式と併せてしっかりと理解させたい。
　小問７では，①で「ア」の誤答が見られた。受精卵という用語から減数分裂をイメージしたものと考えられる。
　小問８では，支点から棒の右はしまでの距離の正解は多かったが，棒の右はしに加えた力の大きさでは，「600Ｎ」，「120Ｎ」，「60Ｎ」，「15Ｎ」
など様々な誤答が見られた。仕事の原理について理解は不十分であると考えられる。

☆

☆

☆
☆

20.1

66.4

46.8
57.7

70 8010

44.8
48.3

60.4

71.4
52.7

（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。
（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

24.8

70.9
48.1

65.8

　中問Ⅰ小問１は，正答率が57.7％であり，密度を求める式の定着は十分に図られてないと考えられる。また，計算力の不足も考えられる。
　中問Ⅰ小問３は，正答率が18.9％と低い。表の値をそのまま用いた誤答が見られた。レポートの作成などでは，正しくグラフをかき，結果の分析・解
釈につながるようにする指導の工夫も必要である。
  中問Ⅰ小問４は，正答率が21.1％と低い。直方体にはたらく力に着目していない解答が多く見られた。
　中問Ⅱ小問３では，「1.5Ｖ」，「15Ｖ」という誤答が見られた。図４の電流計の値をそのまま解答につなげたと思われる。また，図２のグラフから電
圧は求められたが，電力を求められていない解答も見られた。

　中問Ⅰ小問２は，東の空の月の見え方から，その後の月の満ち欠けを思考できていないと考えられる。月は地球の周りを約１か月かけて回っている内
容も併せて理解を図る必要があると考えられる。
　中問Ⅰ小問４は，正答率が38.3％と低い。金星の見え方から太陽系の構造と関連付けて金星の位置を思考する必要があり，ＩＣＴやモデル等を用いた
指導の工夫も考えられる。
　中問Ⅱ小問１は，正答率が74.9％と比較的高い。温度計ということばを用いていない誤答も見られた。
　中問Ⅱ小問２は，「風向を南西」とする誤答が多く見られた。天気図記号の知識だけでなく，実際に気象観測を行う場面設定の中で，観測方法や記録
の仕方を身に付けさせる指導の工夫も求められる。

エネルギー領域の問題

☆

☆

57.4

38.3

39.0

14.8

14.4

18.9

☆

21.1

2

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（理科）

問 題 内 容 県 正 答 率

0 90

領域を融合させた問題

100
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(2) 理科の問題
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(2) 理科の問題
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(2) 理科の問題
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(2) 理科の問題
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(3) 理科の解答例
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10　英語について

学年
％

1

1 対話の内容に合う絵を選択する問題 中２ ☆
2 時刻を正確に聞き取る問題 中１
3 対話を聞いて適切な英語１語を補充してメモを完成する問題 中１
4 話の展開に従って絵を並べ替える問題 中３ ☆
5 英語の指示に関する選択問題 中３
6 (1) 英語スピーチの内容に関する選択問題 中２ ☆

(2) 英語スピーチの内容を英語で書く問題 中２
7 英語の質問に対する答えを英語で書く問題 中２

・

・

・

・

2  
1 ① 対話の流れに合う口語表現を選択する問題 中３ ☆

② 対話の流れに合う口語表現を選択する問題 中２ ☆
2 ① 与えられた資料の内容に合う英語１語を補充する問題 中２

② 与えられた資料の内容に合う英語１語を補充する問題 中２
③ 与えられた資料の内容に合う英語１語を補充する問題 中３
④ 与えられた資料に基づき，対話の流れに合うように英文を補充する問題 中２

3 場面に応じた適切な発言を書かせる問題 中１
4 与えられたテーマについてまとまりのある英文を書く問題 中３
・

・

・

3

Ⅰ 1 英語で書かれた番組表の内容に関する選択問題 中１ ☆
2 英語で書かれた番組表の内容に関する選択問題 中１

Ⅱ 1(1) 本文の内容に関する英語の質問に英語で答える問題 中２
1(2) 本文の内容に関する英語の質問に英語で答える問題 中３
2 本文の流れに沿って空所に入る英語を抜き出す問題 中３

Ⅲ 1番 文脈に沿ったグラフを選択する問題 中３
2番 文脈に沿ったグラフを選択する問題 中３

・
・

・

4

1 本文中の話の展開に従って絵を並べ替える問題 中２ ☆
2 本文中の空所に入る適当な英文を選択する問題 中３
3 本文中の下線部の具体的内容を日本語で書く問題 中２
4 本文中の空所に入る登場人物の心情を選択する問題 中１
5 本文中の空所に適切な英文を補充する問題 中３
6 本文中の内容に合う英文を二つ選ぶ問題 中２
7 対話中に英文を書き入れることで、「読むこと」と「書くこと」の統合的な活用力をみる問題 中３

・

・

・

29.4

81.4

37.9

　大問３では，英文や図表から要点，必要な情報を読み取って答える問題や，英語の質問に英語で答える問題を出題した。
　中問Ⅰや中問Ⅲの理解を問う問題の正答率は高かったが，中問Ⅱの英語の質問に英語で答える問題の正答率は５割に届かず，
英語を表現する力に課題が見られた。特に，代名詞の適切な使用や登場人物の心情の読み取りに課題があった。
　普段の授業では，図表や英文から書き手の意図を理解するのに必要となる要点や情報を読み取ったり，英文の大まかな流れを読
み取って概要を捉えたりする活動，さらに，教科書の内容についての英語の質問に英文で書いて答える活動などを取り入れたい。

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

54.6

45.0

（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

長文総合問題

70.1
69.6

12.0

63.1

　大問４は，野生生物との共存と友情に関する物語文を用いて，登場人物の背景や心情を読み取る問題や「読むこと」と「書くこと」を
関連付けた問題などを出題した。使用語数は昨年度同等で変化はない。
　物語文で必要とされる概要を読み取る力や心情を読み取る力をみる小問１や小問４，小問６は正答率が高かった。まとまりのある文
章から必要な情報を読み取る小問２，３，５は正答率が低かった。中学校学習指導要領（平成29年告示）解説にあるように，話題に
よって読み方は異なる。話題に応じて，必要な情報や概要，要点を捉えるための様々な読み方の指導を行いたい。
　小問７は，物語文の展開を押さえた上で，自らの考えを書く特徴的な問題であった。15語程度と指定したため，自らの考えとその具
体例や説明等（支持文）を書くことが求められた。論理的に書かれた解答があった一方で，白紙や支持文がない解答など多岐にわ
たっていた。授業では書く内容を発展させて，単文から複数の英文，「主題－支持文－結論」などの文章構成を取り入れたまとまりの
ある文章へと発展させる指導を行う必要がある。

44.5

58.7

30

42.4

20 70

77.4

800

県 正 答 率

69.4
86.5

50 6040

(1) 大問・小問別正答率と教科指導上の参考（英語）
問 題 内 容

放送による聞き取りテスト 71.9

90 100

78.8

10

71.4

85.5
96.3

87.0

58.1
39.7

66.7

適切な表現力をみる問題 45.1

32.2

45.7

　大問１では，聞くことの力（聞き取った内容に対する理解力）をみる問題に加えて，聞き取った内容を英語で表現する問題や登場人
物の立場となって対話の流れに沿った発言を考えて書く問題を出題した。
　聞き取った内容の理解をみる問題（小問１，２，４，６（１））の正答率は高かったが，聞いたことを受けて英語で表現する問題（小問
３，６（２），７）については正答率はやや低かった。小問５は聞くことに加えて思考力や判断力も問われる出題であった。
　普段の授業では，学習者が英語で積極的に話したり聞いたりする言語活動を取り入れ，その目的や場面，状況を学習者に意識さ
せ，その中で文脈や使用場面に応じて適切なコミュニケーションが行われているかどうかを評価し，その評価を指導に生かしたい。
　聞き取った内容に対して表現する際，基本的な語いの綴りや英文の基本的な構造に気を付けるよう指導したい。

　大問２では，口語表現の知識や書くことの力をみる問題を出題した。書くことについては，文脈や使用場面に応じた言語使用の正
確さ，内容の適切さを問う問題を出題した。
　全体的に正答率が低かった。小問２は日本語で与えられた情報を英語で表現する問題であったが，③の正答率が特に低い。小問
３はHow manyを用いて表現する基本問題だったが，正答率は約1/3であった。小問４では月名の綴りの誤りが目立った。
　文脈や使用場面のある中で，基本的な語いや表現を正しく用いて，書く内容を適切に表現する力が必要である。普段の授業で
は，英語で話す活動を通じて表現に慣れさせた後で，書いて正確さを高める活動を取り入れ，表現の定着を図りたい。

35.5

68.6
73.8

45.6

40.7

英文の概要や要点を正確に把握する問題

27.1

64.5
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(2) 英語の問題
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(2) 英語の問題
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(2) 英語の問題
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(3) 英語の解答例
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